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表 記 法・一一送 りが な
武 部 良 明
1総 説
送 りがなについては,乱れているように見える。たとえば新聞であるが,
公務員の給与引き上げを扱った記事で次のよう値異なっている。
読売{;鶴る 毎日1:闘る 朝目膨 る
しかしこの範囲ならば,い ずれも内閣告示の 「送 りがなのつけ方」に従 っ
ているのである。
内閣告示の 「送 りがなのつけ方」 というのは,戦 後行なわれた国語表記
法に関する規範の一つで,国 語審議会の建議に基づいて昭和34年7月11
日に公布されたものである。それは 「まえがき」「通則」「用例集」から成
り・その基本方針は 「まえがきJの(2〉にある次¢〉3力 条である。
(1)活用語およびこれを含む語は,,その活用語の語尾を送 る。
(2〉なるべ く誤読 ・難読のおそれのないようにする。
(3)慣用が固定していると認められるものは,そ れに従う。
これを各品詞についてまとめたのが26力 条の 通則で,用例集 は 具体例
880語を五十音順に配列したものである。ただし全体として見れば,従 来
普通に行なわれてきた送 りがなをそのまま採用した部分も多い。
書 く 生きる 考える 高い 美しい 急な 畳 考え方 物語 一っ
彼女 最も
また従来何種類か行なわれていたものを統一 した部分もある。
明に(明 治22年,官 報局 「送仮名法J)
明かに(明 治32年,佐 藤仁之助 「新撰送仮字法」)
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明らかに(明 治40年,国 語調査委員会 「送仮名法■)
明きらかに(昭 和14年,「国語運動」所載 「送 り仮名法(案)」)
これらの うち通則13に より 「明らかに」を採用したのがこの 「送 りが
なのつけ方Jで ある。しかし,従来何種類か行なわれていたものをそのま
ま許用し,実際の適用に幅を持たせた部分がある。 たとえば 「とりひきJ
は,通則19により 「取 り引き」 となるが,同ただし書きにより 「取引き」,
通則20に より 「取引」も許されている。その点ではこの 「送りがなのつ
け方」も,当用漢字や同音訓表のようにP範 囲を決めた規範」であ蛎 そ
のワク内で多 く送るか少な く送 るかが使用者に任 されているのである。
そのため各方面において,こ の告示の 「送 りがなのつけ方」に基づきな
がらも さらに詳細に規定する送 りがな法が制定された。たとえぱ,日 本新
聞協会 「送 りがなのつけ方」(昭和34年9月)や 内閣法制局 「法令用語の
送 りがな」(昭和34年12月)を 告示と対比すると次のよ うになる。
(1)告示 引(き〉上げる 引(き)一ヒげ 行(な)い 終(わ)り
(2)新聞 引き上げる 引き上げ 行ない 終わ り
(3)法令 引き上げる 引上げ 行い 終 り
文部省検定済みの教科書は昭和36年 度以降において告示に基づいている
が,こ のほうは上記(2)の形である。ただし,目新聞の うちr毎 日Jが最初
から新聞協会に従わない部分を残し,後に 「朝 日Jも独 自のものを採用し
た。こうして生まれたのが前記三様の方式である。その上,送 りがなに関
しては古 くからいろいろの方式が行なわれていたことrあ きらかにJの例
に見るとお りである・そのため実際の書きことば としてはいろいろの方式
が並ぴ行なわれているというのが現状である。
そこで問題は,外 国人に.日本語を教える場合にどの方式を教えたらいい
かとい うことである。この場合に,も し最初から法律はこうだ,新 聞はこ
うだ,教科書はこうだ,あ るいは朝日では,毎 日では,読売では,と 列挙
するようなことになると,送 りがなは非常にむずか しいものになってしま
う。反対にどのや り方でもかまわないとなると,外国語の学習者が初歩の
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段階で求める規範に応 じられなくなって しまう。しか し実際問題 として見
ると,送 りがなに見られる前記のような諸方式は,そ の一つに習熟するこ
とにより他も容易に読解できるものである。その点では,話 しことばにお
ける方言よりも扱いやすい。したがって,初歩の段階では一つの方式に統
一 しておき,それを規範的なものとして教えるのが好ましい。そうしてそ
のときの規範になるのが,内 閣告示の 「送Pが なのつけ方」に基づいた文
部省検定済み教科書の送 りがなである。ただ教える側 としては・告示その
ものを中心に送 りがなの歴史と現状をよく知っておくことが必要である。
以下そ うい う立場で扱ったのがこの解説である。
皿 動 詞 の 送 り が な
動詞には基本方針の(1)が適用され,凍 のようになる。(通則1)
書 く 書かない 書いて 書きます 書 くとき 書けば 書 こう目
考える 考えない 考えて 考えます 考えるとき 考えれば 考えよう
これは当然のことのようであるが,こ の点で別の方式が行なわれていたこ
ともある。たとえば明治6年 に出た福沢諭吉 「文字之教」には 「茶 ヲ飲テ
又水ヲ飲ム」などと書かれている。 同 じように 「帰ル ・帰テ」「去ル ・去
テ」と一貫してお り,これも一つの方式である。そうしてこれを改めたの
が官報局 「送仮名法」 で,「其変化スル所 ヨリ写シテ送仮名 トス」 とい う
原則が立てられた。これにより 「飲ム ・飲 ミテ」の形が採用され,こ れが
広 く行なわれてきたのである。なお 「来る」「見る」「出る」など 「語幹と
語尾の区別がない動詞」に関しては通則の中に該当するものがない。した
がって基本方針(3〉の 「慣用」により次のように書く。
来る 来ない 来て 来ます 来るとき 来れば 来よう
見る 見ない 見て 見ます 見るとき 見れば 見よう
出る 出ない 出て 出ます 出るとき 出れば 出よう
ただし 「顧みる」「省みる」「試みるJは通則1に より 「み」から送 るわけ
である。
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次に も う一つの 「活用語を含 む語Jの 場合に 「そ の活用語 の語尾 を送 る」
とい う部 分であ る。 これ はたとえば 「驚 く」か ら派生 した 「お どろかす」
は 「驚 く」の変化 「驚かないJに 準 じ 「驚 かす」 と送 る考え方 である。 こ
の方式 のほ うは官 報局の 「送仮 名法」 に もなか ったがその後一 部で行 なわ
れ,国 語調 査委員 会の 「送仮名法」 に採用 され た。 しか しこの ときも 「始
ま る」「起 こす」 とは送 らなか った。それは 「始め る」「起 きる」 の活用形
に 「始 ま」 「起 こ」が存在 しないか らであ った。 この種の もの も 「驚かす」
に準 じて 「始 まるJ「 起 こす」 と送 るよ うになったのは,送 りがなに関 し
次第に別 の考 え方 が行 なわれたか らであ る。すなわち古 くは 「語句の接続
を明らか に し通読 に便 にす るた めに送 る」のが一般的であ った。漢字の誤
読 ・難読 を避 けて読み方 を確定するためな らぱ,「始 る」 「起 る」で も役立
つ からであ る。それ に対 し教科書を 中心に別の考え方が生まれた。それ が
「漢字の受 け持つ 読みを変えないで送 る」 ほ うが わか りやすい とい う考 え
方 である。 これに よれば 「始 める」「起 きる」において漢字の受け持つ読 み
を 「ハジ」 「オ」 と一定 させ るか ら 「始 まる」「起 こる」 となる。 このほ う
を採用 したのが告示である。(通則2)
始めない 始めて 始めます 始めるとき 始めれば 始めよう鑑鷹
始ま らない 始 まって 始 ま ります 始ま るとき 始 まれば 始 まろう
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この行き方は次のような語にも適用される。
合わす 照らす 動かす 散らかす 及ぼす 浮かぶ 向か う 語 らう
住ま う 計 らう 積もる 果たす 暮らす 費やす 終わる 泊まる
曲がる 変わる 当たる 締まる 定まる 携わる 落とす 過 ごす
滅ぽす 降ろす 尽 くす 混 じる 交 じる 混 ざる 交ざる 聞こえる
合わせる 生まれる
同 じような考え方が形容詞 ・形容動詞 ・名詞か ら派生 したものにも適用さ
れるp(通則3,4,5)
近づく 赤 らめる 重んずる 長 らえる 苦 しむ 危ぶむ 確かめる
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春 め く 先んず る 横たわる 味わ う 傷つ く 指 さす
次 のよ うな語 もこれ に準 じて扱われる。
異 にす る一 異 なる.閉 じる一 閉 ざす 来 る一 来 たす,来 たる
全 く一 全 うす る(た ま う)一 賜 わる(や わ らか)一 和 らぐ
(さか)一 逆 ら う(も と)一 基づ く
ただ し次の よ うな語は 「他 の語 を含む もの」 と扱われず別 語 と して処理 さ
れている。
押す ・押える 連れる ・連ねる 群れ る ・群が る 交 じる ・交わ る
絞め る ・絞 る 凍え る ・凍る 並み ・並べ る 実 ・実 る
(おぴ え る)・脅かす(と る)・捕 える(わ ける)・別れる
(つら)・貫 く(と も)・伴 う
そ のた め結果的 には 「漢字の受け持つ読 みを変 えないで送 る」方針の例外
とい う観 を呈 して いるものである。その点では次の よ うな語 の関係 もま ぎ
らわ しい。
起 こす ・興す 起 こる ・興 る 掛 かる ・係 る 分かれ る ・別れ る
舞わす ・回す 変 える ・帰 る 振 る ・震 える 心 ・志す
これ らも特 に注意 してお くことが必要である。
以上が動詞の送 りがな一般であ るが,基本方針 の(2)に 「なるべ く誤読 ・
難読のおそれのない よ うにす る」 とあ り,「表 わす」 「行 な う」7断わ る」な
どに適 用 されてい る。す なわち 「あ らわす」の とき 「表す」 と書 くと 「ひ
ょうす」と読 まれ るおそれがある。そ こでその誤読 を防 ぐために 「表わす」
と送 り・ 関連 して 「現 わす ・著 わす ・現われ る ・表 われ る ・著われ る」 と
送 る。 また 「お こな う」 「ことわ るJを 「行 う」「断 る」 とす る と 「お こな
って」 「ことわ って」 の とき 「行 って」「断 って」.とな り 「い って」「た っ
て」 と読 まれ るおそれがある。実際問題 として は この誤読 され るお それ の
ある場合 だけ多 く送 るこ とでも解決がつ くので あ り,そ うい う方式 も一部
で行なわれ ていた。 しか しこの場合 も漢字 の受 け持つ 読み を一定 にす るた
め他の活用形に も及ぼ し,「行な う」 「断わ る」 が採 用 され たのである。 し
たが って この種の送 りがなは 「伴 う ・失 う ・補 う ・偽 る ・回る」 な どには
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及ばない。 なお同 じ種類 の ものに 「通 って(とお って ・かよ って)」があ る
が,審議の過程で問題に されなが らも 「通 る」 「通 うJの 形 とな った。 ただ
し 「上」 と 「下」は 「上が る」 と 「上る」,「下が る」 と 「下る」 で読 み方
が異な る。 それ は 「上げる」 「下げ る」か ら派生 した 「あがる」 「さが る」
は 「が」か ら送 るのに対 し,「のぼる」「くだる」は全 く別の語だか らで あ
る。 また従来2種 類に読む ことのできた 「止 める ・開 く ・退 く ・記す」は
「やめる ・あ く ・の く ・しるす」の読みが音訓表にな いため 「とめ る・ひ ら
く ・し りぞ く ・きす」 とだけ読むわけである。 ところで問題 になるのが憲
法 の前文にある 「免 かれ る」 の形 である。そ のほか 一部 で行 なわれ る 「誤
まる」 「承わ るJ「慎 しむ」な どである。 しか しこれ らはいずれ も活用語 尾
だけを送れ ばよいのである。 こ うい う点で間違 いやす い語 を例示す ると,
次のよ うになるo
残る 扱 う 誤 る 承 る 慎む 任せ る 免れ る 輝 く
これ らもまた注意 しなければ ならない送 りがなであ る。
nl形 容 詞 と 形 容 動 詞
形容詞 も基本方針(1)が適用 され,次 のよ うになる。(通則7)
高い 高 くて 高か った 高い とき 高 ければ 高 かろ う
文語に 「美 し」「苦 し」な どがあ り・ 口語で 「うつ くしい」「くる しい」 と
なる。 これ らは 「美 しい」 「苦 しい」 と送 るのが一般 であ り,その まま採用
されている。(「おな じ」 も 「同 じ」 とな る)な お 「高 い」「早い」 が 「た
こ う」 「は よ う」 とな る場合は,漠 字の受 け持つ 部分 を考慮に入れ 「高 う」目
「早 うJと 書 く。「美 しい」 「苦 しい」のほ うは 現代か なづかいで 「美 しゅ
うJ「苦 しゅ う」 と拗音の表記になるか ら注意 しなけれ ばな らない。
次に他 の語 か ら派生 した形容詞のほ うであ るが,こ れ も動詞の場合 と同
じく次のよ うになる。(通則8,9,10)
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螢懲 、、瓢 て蓋謡 た奎麓 き叢獣 、ま墓縦,
この行 き方 は次の よ うな語に も適用 され る。
憎 らしい 古めか しい 重 々しい 弱 々しい 勇 ま しい 輝 か しい
頼 もしい 喜ば しい 忌 まわ しい 煩 わ しい 疑わ しい 恐 ろしい
紛 らわ しい 恥ずか しい 暖か い
形 容動詞 に 「柔 らかだJ「愚かだ」 があ り,「柔 らかい」 「愚 か しい」 とな
る。「大 ・小 ・平」 も 「おお ・ちい ・ひ ら」の読み を受 け持つ のが普通で
あ るか ら,「大 きい ・小 さい ・平 たい」とな る。 ただ し次の ような語 は別語
として処理 され てい る。
悔い る(悔やむ)・梅 しい 明く(明ける)・明 るい
荒れ る(荒らす)・荒い
香ば しい ・芳 しい 心 ・快い 急 ぐ ・忙 しい
なお 「恋」 は動詞の とき 「恋い慕 う」 な どの形 もあるが、 名詞の ときは送
りがな をつ げないで 「こい」 と読む。 す なわ ち 「こい しい」 を 「恋 しい」
とす るのは,名 詞の ときの送 りが なに従 うのである。
第3に 基本方針(2)の誤読 ・難 読 を防 ぐほ うであるが,「少 ない」 「細か
いJ「冷 たいJ「危 うい」 な どに適 用 され ている。す なわち 「少い」 と書 く
と 「す くな くない」 の ときに 「少 くない」 とな り',この形が・「す くない」
と読まれ るおそれがある。 そのため セ少 な過 ぎる」の よ うに 「な」 を送 る
書 き方が行なわれていたのを他の活用形 にも及 ぼし 「少ない」とした。 「細
かい」のほ うは 「ほそい」 の とき 「細 い」 と書かれ るの と区別す るため特
に 「か」 を送 る。 もっともこ うして も 「細 々」が 「こまごま」か 「ほそぼ
そ」かは区別できない。(こ うい う場 合はむ しろかな書 きが好ま しい)「冷
たい」 「危 うい」は 「ひやい」 「あぶない」 との関係で ある。た だ し 「ひや
い」 は 「冷 える」 に基づいて 「冷 やい」 と書かれ るか ら 「冷たいJと の 区
別 はい っそ う明 らかであ る。 「危 」のほ うは音訓表 に 「あぶない」が ない
けれ ども,これ との誤読 を防 ぐため 「危 うい」,の形が行なわれ ていたの を採
用 したもので ある。同 じ字 を2種 類 に読む例 として他 に 「苦」の 「にが い」
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「くる しい」 があるが,「苦い」「苦 しい」 となるか ら問題は ない.「 辛 い」
「尊い」 は音訓表 に 「つ らい」「とうとい」の訓がないか ら 「か らい」「た っ
とい」で ある。 これ らに関連 して思い合わ され るのが,一 部で用い られて
い る 「短かい」の形であ り,特 に 「気短か」な どの ときに好まれていたが
採 用され なか った。似 たものに 「手近か ・幼 な子 ・鋭 ど過 ぎるゴな どがあ
り,審 議 の過程で問題 にな ったが,や は り採用 されなか った。 したが って
これ らは,多 少 読みに くい とい う批判 はあるが,「気短 ・手近 ・幼子 ・鋭
過 ぎる」 となるので ある。 また 「あ たらしい ・ふ るい・めず らしい」 も 「新
しい ・古 い ・珍 しい」 が採用 され た。 「古」 「珍」 については 「ふ る」 「め
ず る」 とい う動詞 もあったはず であるが,古 い読 みのため無視 され たので
あ る。
次に形容動詞であるが,通 則12に 「活用語尾 を送 る」 とあ り,次 の例
カヨあげ られている。
急だ(な)別 だ(な)適 切だ(な)積 極的だ(な〉
これに関 しては,「だ」「な」を送 りがな と規定す るこ とに批判 がある。 そ
れ は名詞の とき 「学校 だ」 「生徒 だ」 と書 くの と同 じ形にな るか らであ る。
しか しこ うい う形の うち,特 に次の よ うに用い られる語 を形容動詞 として
区 別す るこ とも行なわれている。
急だ 急 に 急だ った 急な とき 急な らば 急だろ う
こ うい う考 え方に基づ き,動 詞 ・形容詞 と同 じよ うに規定 したのがこの通
則 である。その点は,他 の語か ら派生 した形容動詞の場合 も同 じであ る。
(通則14,15)
高 らかだ 清 らか だ 同 じだ 細か だ 暖 かだ 盛んだ 晴れやかだ
冷ややか だ
名詞 として 「哀れ ・巧み ・幸い」があ り,こ こか ら 「哀れだ ・巧みだ ・幸
い だ」 が導かれ るのである。
ところで特に誤読 ・難読 を防 ぐもの に 「平」 「愚Jな どがある。「たい ら
だ」「おろかだ」 のとき 「平 だ」 「愚だ」 では 「ひ らだ」「ぐだ」 とも読め
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るので 「平 らだ」 「愚かだ」 とする。 他 に 「静 々」 や 「新 手」な どの関係
か ら 「静 かだ」 「新ただ」 となるため,「 ら」「か」「た」 を含 む ものはそ こ
か ら送 る とい う通 則13が つ くられた,し たが って 「確か だ」「豊 かだ」な
どとなる。 また 「高 らか だ」「清らかだ」に準 じて 「朗 らかだ」「穏やか だ」
「健やか だ』 とし,「らか」「や か」 を含む ものは そ こか ら送 る とい うのが
通則13に 加わ っている。そ うして 「あきらか だ」 だけはこのほ うに従 っ
て 「明 く」「明 ける」 との関連 を断ち 「明 らかだ」 とな る。 ただ し 「晴 れ
や かだ」 「冷ややかだ」が 「晴れ るJ「冷 える」 との関連 を重 ん じている こ
と前記の とお りである。
IV名 詞 の 送 り が な
以 上のよ うに,動 詞 ・形容詞 ・形容動詞が 「送 る」 ことを原則 とす るの
に対 し,「送 らない」こ とを原 則とするのが 名詞であ る。 この原則は 古 く
か ら行なわれ てお り,官 報 局の「送仮名法」に も次の よ うに書かれていた。
本 然名詞ハ総テ送仮名 ヲ附 セス
告示の通則16も これであ り,「ljl・春 ・桜 ・湖 ・鶏」 となるので ある。 た
だ し名詞の うち形容詞 ・形容動詞 の語幹に 「さ」「み」「げ」 などのつ いた
ものは古 くか らそれぞれの送Pが なをつ けることが行なわれ てい た。告示
もこれ を採用 し 「大 きさ ・正 しさ ・朋るみ ・惜 しげ ・確か さ」 となるので
あ る。(通則18)
問題は動詞か ら名詞 にな ったものの扱い方で あるが,こ の ほ うは古 くか
らいろいろであ った。 たとえば前記官報局 の 「送仮 名法」で あるが,送 ら
ないこ とを原 則 としてい る。
動 詞 ノ転成 名詞ハ通常送仮名ヲ附 セス 但 シ同宇異義 ナルモ ノハ便宜送
仮 名 ヲ附ス
すなわち 「預 」「定」の ように二通 りあるものは 「預 け ・預 り」 「定め ・定
り」 とす るが,「貸 ・思 ・争 ・改 ・試」な どが 「か し ・お もい ・あ らそい ・
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あらため ・こころみ」 となるときには送 りがなをつけなかったのである,
しかしこの原則は次第に くずれ,動 詞から転 じた名詞 も送 るものが多 くな
っていった。そ うして教科書を中心に送 る方式が一般化 したため・告示は
「送る」ほ うを原則 とした。これが 「活用語から転 じた感 じの明らかな名
詞」は送 るとい う通則17で ある。
貸 し 思い 争い 改め 試み 預か り 定まP起 こり 終わ り
向かい 現われ
(ただし 「憂えるJの名詞形は音訓表で 「うれい」 としてあるため 「憂い」
となる)また音訓表で名詞形だけを採用 している次の語も,動詞形を仮定
し,送 りがなをつけるのである。
初め 務め 狩 り 巧み 仰せ 並み 勢い
しかし動詞から転 じた名詞一般について言 うと,古 くは送 らないことを原
則としていたものを逆に送るほ うを原則 としたわけである。そのため結果
的には数多 くの例外を認め,通 貝lj17にただし書き(2〉を加えた.す なわ
ち 「慣用が固定していると認められる」次の12語 は 「送 りがなをっけな
くてもよい」ことになる。
卸 組 恋 志 次 富 恥 話 光 舞 巻 雇
これは教科書 も採用 している例外である。ただしこれらも本来の動詞の意
味が強い場合には送 りがなをつける。したがって実際には次のような送る
形も行なわれる。
ネジの巻きがきつい かわせを組みに来た 人を雇いに行く
底光 り 七光 り きりきり舞い てんてこ舞い 骨組み 腕組み
また文中でも意味により次のようになる。
経済についての話は一 経済について話 し,そのあとで
お話をします一 お話しください お話 しします お話し中
いまのお話のとお り一 いまお話しのとおり
これらは意味や用い方が送 りがなに現われる部分であり,用いる場所や前
後の関係を考慮しなければならない場合である。
ところで通則17の ただし書きには 「次 の語」 とあり 「次のような語」
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とは書かれていない。 したがって例 外は この12語 に限定 され るはず であ
るが,結 果的にこれ と同 じように名詞の ときに送 らない扱い となるのが他
に もある。その一つは次 の ようにそれぞれ別語 として処理 されたために名
詞形の ときに送 りがながつかない場合で ある。
帯ぴ る ・帯(おび)病 む ・病(やまい)基 づ く ・基(もとい)
音訓表 に名詞 だけを採用 してい るものも,次 の語は もとの動詞 との関連 を
断 ち,送 りが なをつ けない。
畳 煙 印 頂 氷 虞 隣
古 くは動詞 と関連 のあ った次の語も・ 名詞 と して送 りがな をつけない。
冠 価 値 境 霧 鎖 侍 扇 謡 趣
これ らはいず れ も前記 の 「初め ・・務 め ・……」 な どとまぎ らわ しいか ら,
特に注意す ることが必要である。
ところで名詞の場合 も,次 の ように誤読 を防 ぐ形がある。
後(のち)・後 ろ(うしろ).半(は ん)・半ば(なかば)
情(じ ょう)・情 け(なさけ)斜(し ゃ)・斜 め(ななめ).
ただ しこの処置 は次のよ うな読み方 には及 んでい ない。
印 〔いん 。しるし)紅(べ に ・くれ ない)額(が く ・ひたい)
表(ひ ょう ・お もて)金(き ん ・かね〉 床(と こ ・ゆか)
外(そ と ・ほか)間(か ん ・あいだ)音(お ん ・お と ・ね)
同 じような意味 を持 ち,し かも一部 の音 を共 有す る次の語 の場 合 も,特 に
送 りがなに よって区別する処置 はとられ ていない。
羽(は ・はね)乳(ち ・ち ち)粉(こ ・こな)夜(よ ・よる)
形(かた ・か たち)畑(は た ・はた け)
このほ うは漢字の受け持つ読みの部 分が異な ることになるが,そ れぞれ別
語 として扱われてい るのである。もっとも 「誉 ・哀 ・互 ・幸 ・災」な どは
難読 とい う立揚で最後の1音 節 を送 り,「誉れ ・哀 れ ・互い ・幸い ・災い」
と定 められてい る。 しか しこれ らも 「公(お おや け)・先(さ き)・礎(い し
ず え)」な どには及んでいないので ある。
なお通則17に は,ただし書 きがも う一つつ いている。それ は動詞 か ら転
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じた名詞で送 りがなの多 くな るものの うち,誤 読 ・難読 のおそれ のない も
のは前 のほ うを 「省いて もよい」 とい うもので,次 の よ うな例が あげ られ
ている。
現れ 行い 断 り 聞え 向い 起 り 終 り 代 り
これ は新聞や法律のほ うか らの希望 をいれ なただ し書 きで,「法令用語 の送
りがな」や一部の新聞で採用 されている。特に 「朝 日」は これ を動詞 にも
及ぼ し 「当る ・決 る ・始 る ・行 う ・異る」 な どと用いてい る。 しか し教科
書 も新聞協会 も採用 していないか ら,外 国人に教え る場合 も初期 の うちは
用いないほ うが無難で ある。 また名詞の送 りがなに関 しては も う1カ 所
「省いて もよい」 がある。 それ は 通則 のあ とに 加え られた 〔注意〕の中で,
「表 に記入 した り記号 的に用い た りす る場合」 とあ り,次の よ うな例が示 さ
れている。
晴 曇 問 答 終 生 押
このほ うは 日記,試 験問題,履 歴書,会 計簿,ア ンケー トな どにも利用 し
てさしつかえないので ある。
V複 合 語 の 送 り が な
告示では特に複合語とい う見出しは設けられていないが,送 りがなを理
解す る上では一まとめにしたほ うが好都合である。
通則6動 詞 と動詞 とが結びついた動詞……送る
通則11動 詞 と形容詞 とが結びついた形容詞……送る
通則19活 用語 を含む複合名詞……送る
同ただし書き 誤読 ・難読のおそれのないもの……省いてもよい
同備考 あとの部分をかなで書 く場合……省かない
通則20慣 用が固定 していると認められる語……原則 としてっけない
〔注意〕 特に短 く書き表わす必要のある場合……省いてもよい
すなわち複合語に関しては 「送る」と 「省 く」という二つの相反する原則
が設けられている。そ うしてこの場合も古 くは省 くほ うが原則であったの
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を逆にしたために,多 くの例外を認めないわけにはいかなくなったのであ
る。
まず送るほ うの原則であるが,通則6,11に より次のようになる。
移 り変わる 思い出す 流れ込む 譲 り渡す 聞き苦 しい 持ち遠 しい
そうして動詞と動詞とが複合 した動詞の うち 「特に短 く書き表わす必要の
ある場合」として許されたのが,次のような例 である。
打切る 繰返す 差上げる
新聞や書簡文を考慮したもので,前記 「朝 日」の 「引上げる」もこれであ
る。しかしこの項は建議のときに通則6の ただし書きで 「誤読 ・難読のお
それのないもの」は 「省いてもよい」 とあったのを告示で 〔注意〕に移 し
たものである。通則のただし書きから注意に移 したのは,こ の項を軽 く見
たためだとされている.そ のため教科書や新聞協会だけでなく法令にも採
用されていないのである。
次に複合したものが名詞 となる揚合に送 るほ うの原則であるが,これは
通則19に より次のようになる。
心構え 教え子 大写し 歩み寄 り
これに対し特に送 りがなの一部を 「省いてもよい」のが 「誤読 ・難読のお
それのない」揚合である。それが通則19の ただし書きで,次のような例
があげられている。
封切 受身 打切 り 申込み 金詰 り 合せ鏡 取締 り 打合せ会
これは法令の採用するところとな ってお り,前記 「朝 日」と 「毎日」が 「引
上げ」としているのもこれである。 しかし教科書も新聞協会も採用してい
ない。また 省 く場合も前後がともに 漢字のときに 限られている。それは
〔備考〕に 「置きみやげJ「払いもどし」のようにあとの部分がかなの場合
には 「省かない」むねが書かれているか らである。
もっとも,通則17の ただし書 き(2)などにより名詞として送 りがなを
省いたものは,同 じ意味の名詞で用いた複合語においても送 りがなをつけ
ない。
一 を5一
卸売P赤 組 恋人 富 くじ 生き恥 しし舞 巻一 常雇
また省 くことを規定 した通則20も 広 く採用 されている。
慣用が固定 していると認められる次のような語は,原 則 として送 りがな
をつけない。
そこには経済用語(歩合 ・繰越金),鉄道 ・郵便用語(踏切 ・小包),役職名
(頭取 ・取締役),物の名(植木 ・織物),慣用(場合 ・立場)な ど53の 例が
あげられている。その上これ らは 「次のような語」と書かれているとお り
例示であ り,他にも及ぼしてよいのである.す なわち同種類の 「請負 ・乗
換券 ・仲買人 ・建具 ・試合」など広 く及ぼすことのできる通則である。ま
た書類や規則の表題になる 「退職願 ・見積書 ・取扱規程」や5字 以上の長
い名詞 「政府買入価格Jな どにも及ぼすことができる。そのため告示の通
則の中では適用例に迷 う最大の難所であ り,いろいろ批判の存するゆえん
である。
ただし,この点に関し建議のまえがきには次のような1項 が加えられて
いた。
通則20の 適用に迷 う場合には,通 則19に よって送 りがなをつける。
さらに 「通則20を 適用する語」については 「なお検討 を必要とする」.と
も書かれていた。しかも教科書は19の ただし書きを採用しないから・考
え方としては次のように扱ってもよいわけである。
送 りがなを全部省いた形が読みに くい場合は全部送ることにする。
しかし同じ語のように見えても用い方によって省く場合と省かない場合が
ある。
踏切を通る一 始めるときの踏み切 りがよくない
期末に出る手当一 傷の手当て
受取を受け取 りに行 く 受付で受け付け,さ らに
これらの場合の考え方は,前 記17のただし書き(2)の適用と同 じである.
前後の関係やその場の意味をよく考えて用いることが特に必要な部分であ
る。
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VIそ の 他 の 送 り が な
あ と残 っているの が,数 詞 ・代 名詞 ・副詞 な どの送 りがなであ る。まず
数詞で あるが,通 則21に 「一つ ・二つ ・三つ」 の例が あ り,広 く行なわ
れて いるとお りであ る。「い くつ 」 も 漢字で 書 けば 「幾つ」 とな る。なお
国語調査委員会の 「送仮名法」 では 「なかば」 「よろず」 も数詞に含まれ
ていた。 「なかば」は名詞 として 「半ば」 とす る こと名詞の ところで扱 っ
た とお りであ る。 「よろず」 のほ うは音訓表で 「万コにその訓がないか ら
かな書 きにな る。ただ し数詞 に関 して も論がないわけではない。た とえば
読 み方 との関係 で,項 を並べ て番号 をつけ るとき 「一Jと 書かれているの
を何 と読むか とい うことである。従来は 「ひ とつ」 とい う読み方 も行 なわ
れ ていたが,告 示の 送 りがな に従えぱ 「いち」 と読 む ことになる。 また
「いち」 と 「ひ と」 の読 み分 けで あるが,「公用文作成 の要領」 には,横 書
きの場合 も次の よ うに用いる ことが示 されてい る。
一問(ひとま)三 月(みつき)
こ うして 「1間(い っけん)」「3月(さ んがつ)」 と区別す るようにな って
いるが,縦 書きの場 合は従来 どお りにな る。 そ のため従来 「1刈R」 「ヨ1
畏町」 とい う書 き方 も行なわれていたが採 用 され なか った.ま ぎ らわ しい
場合 は,かな書きにするか 「1只皿」「日黛〔」 と書 き直す よ りしかたがな
い。 また 「三 ・四 ・六 ・八」につ いて音訓表 に 「みつ ・よつ ・むつ ・やつ」
とあ り,そ の ときの送 りがなが 「一つ」で ある。 しか し音訓表の 〔使用上
の注意事項〕に よ り 「み っつ ・よっつ ・む っつ ・や っつ」 も可能であるか
ら,「みつ ご」 を 「三つ子」 と書きなが ら 「み っか ぼ うず」 を 「三 日坊主」
と書 く送 りがな も併存 し得 るのであ る。
次に代 名詞 であるが,代 名詞に関 しては通則22に 「送 りが なをつけ な
い」 とあ り,名 詞に関す る通則16と 同 じである。その例 として建議 では
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「私 ・君 ・彼 ・彼 女 ・何」 をあげ,〔備 考〕 に 「な るべ くかな書きにす る」
と書かれていた。告 示で はこの うち例 としての 「私 ・君」 を削 り,備 考 も
削除 した。 備考がな くて もその趣 旨は 当用漢字表の 〔使用上の注意事項〕
に書かれてい るか らである。 なお音訓表には 「わ た くし」「きみ」の訓が
あ り,代 名詞に も使 うことができる。 しか しこれは 「公」の対の 「私」 あ
るいは 「君 が代」な どの 「君」のために採用 された訓 とされている。 も う
一つ音訓表 には 「我(われ)」があるが,こ のほ うは憲法 にある訓 として採
用 されたものであ り,や は りかな書 きが好ま しい とい う趣 旨から例示 され
て いない。また告 示のまえがきに 「用例は送 りがなのつけ方 を示 したもの
で あって,そ の語 を書 くのに 漢字:を用い るか どうか を示す ものではない」
とあ り,「かれ」「なに」な どをかな書 きにす ることも妨げないのである。
次に副詞の送 りがなであるが,こ れ に関す る通則が23,24,25,26で
あ る。副詞 に関 しては古 くか ら最後の音節 を送 るとい う原則が行なわれ て
お り,告示 もこれ を採用 した。
必ず 少 し 再び 全 く 最 も
そ うして 特 に誤 読 を防 ぐ.立場 で送 ったのが,1「じきに」 と区別す るための
「直ちに」であ る。 しか し副詞 も当用漢宇表の 〔使 用上の注意事項〕で 「な
るべ くかな書きにす る」 ものの一つ とされている。そのため音訓表 にあ り
ながらかな書 きが好ま しい とされ る 「かつ(且)・ みずか ら(自)・ すで に
(既〉・さらに(更)」な どは例 示されて いない。漢字 で書 くとした ら通則23
に より 「且つ ・自ら ・既に ・更に」 となる。 この うち 「自ら」は 「お のず
か ら」 と同 じにな るが,音 訓表にないから 「みずか ら」 だけである。他 の
語 との関連 について見 ると,名 詞 ・活 用語 ・他 の副詞 などか ら派生 した も
の はそれ ぞれ の送 りがなに従 う。
幸いに 互いに 初 めて 斜 めに 絶えず 少な くとも 必ず しも
なお 「おおいに」は 「大きい」 「大型」 な どの関係か ら 「大いに」 とな る。
「確か に ・新 たに ・明 らか に」な どは 形容動詞の活用形 として 扱 われてお
り,形 容動詞の送 りがなに従 うわけである。
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以上で告示に基づ く送 りがなのつけ方は終わるが,な お他に告示で扱っ
ていないものがある。それは接続詞 ・連体詞 ・感動詞 ・助動詞 ・助詞など
であ り,一応触れておくことにする。まず接続詞であるが,建議では副詞
の項に接続詞も含まれていた。これが告示で省かれたのは,当用漢字表の
〔使用上の注意事項〕に従い 「なるべくかな書きにする」ことを 全面的に
予定したからである。感動詞 ・助動詞 ・助詞な どの送 り炉なについて特に
規定していないのも同じ趣旨である・ただし音訓表には憲法に用いられて
いる接続詞が採用 されている。これらは建議の趣旨に従って副詞の通則 を
適用する。
及び 但し 並びに 又は 若しくは
連体詞は 「この ・その ・あの ・どの」など大部分がかな書きになる。 「大
きな」「小さな」などは 「大きい」「小さい」との関連で決まるため特に扱
われていない。 「さる」「きたる」なども漢字を用いれば 動詞との 関連で
「去る」「来たる」 となるわけである。
VII送 り が な の 導 き 方
最後 に送 りがなの導 き方 について簡単に触 れてお くことにす る。 この点
で注意すべ きことは,漢 字 とその読 み方 との関係 である。それは告示の送
りがなが漢字の受 け持つ読み を一定 にす る方 向で決め られ てい るため,と
か く 「書」 を 「か」 と読む とい うふ うに扱 いがちだか らである。 しか しこ
の点 に関 しては文部省 「国語科学習指導 法(表記編)」に次の ように書かれ
てい る。
「書」 とい う漢宇は,「か く」とい う字(表意の文字)であ って,それ を表
記す るときには 「書 く」 と 「く」 を送 る……(こ れ を 「書」は 「書 く」
の 「かJで あ るとい うよ うに指導す るのは妥 当でない。)
ま た同書は 「助詞 」や 「交ぜ書き」の場合 と送 りがなとを混 同 しない よ う
に特に注意 を促 している。「山が」 の 「が」 や 「洗 た く」 の 「た く」 は送
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りがなではないからである。これらの基本的なことをふまえ・同書は送 り
がなに関し次の6段 階を分けている。
(1〉送 りがなのあるとい うことに気づかせる。
(2)送りがなのつ くものと,つかないもの とをより分ける。
(3)送りがなのあるものについて,同 じなかまの ことばを集める。
(4)送りがなのあることぱに,法則のあることを発見する。
(5)送りがなで慣用のある場合について知る。
(6)送りがなを正しく使い分ける。
このような扱い方はそのまま外国人に対す る日本語教育にも適用できそ う
である。
ところで実際問題 としては,こ うしてまず告示に基づいた教科書方式の
送 りがなに十分習熟させることが好ましい。そ う'すれぱ他の方式の送 りが
なで書かれたものも読めるようになること,最初に触れたとお りである。
まず規範的なものに習熟し,それを基礎に広げていく。その点では,現代
かなづかいに習熟してから必要に応 じて歴史的かなづかいに進むとい う行
き方,あ るいは当用漢字字体表に習熟 してから必要に応 じて旧字体に進む
という行き方 などと同じである。実際に 目につ く送 りがなが 「乱れてい
る」からといって,初 歩の段階でいいかげんにすることは厳に慎まなけれ
ばならないのである。
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